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今回発表の 

事業所や 

サービスの 

紹介 

当施設は2006年に足立区江北地区に開設したユニット型特別養護老人ホームで

す。定員は 150 名、10 名定員のユニットが 15 ユニットあります。高齢化率 31％

という地域において、地域住民に安心して生活していただけるよう「地域福祉の拠

点」となる施設を目指して取り組んでいます。 

  

《１．研究(実践)前の状況と課題》 

当施設の開設当初は、施設全体の、あるい

は特別養護老人ホーム部門での事業計画を年

度ごとに作成していたものの、ユニット毎の

事業計画は立てていなかった。ユニット職員

は自分の担当するユニットの目標があいまい

だったため、日々の業務に追われるばかりで、

ユニットのビジョンを描くことができていな

かった。 

そこでユニットリーダーが自ユニット状況

を把握し、目標をたて、目標を達成するため

に 2010 年より各ユニットリーダーが事業

計画を立て、職員の前で発表を行った。 

ユニットリーダー事業計画発表会が開始さ

れ 6 年目となる本年度、改めてユニットリー

ダー事業計画発表会に関する意義を考え、よ

りよくするためにはどのようにすればいいの

かを検証することとした。 

 《２．研究(実践)の目的ならびに仮説》 

ユニットリーダーは中堅職員が多い。介護

を行う技術はある程度身に着けているが、自

分の考えをまとめ、声にだして伝えると言う

技術は、機会に巡り合えず、不足している職

員も多い。 

今回、ユニットリーダー事業計画発表会参

加者の意識調査を行うことで、ユニットリー

ダーあるいは聴講する一般の職員が事業計画

発表会に関し、どのように考えているのかが

明らかになると考えた。 

これにより、職員の意向を取り入れ、より

効果の高い事業計画発表会が行えるようにな

るのではないかと期待した。 
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《３．具体的な取り組みの内容》 

ユニットリーダー事業計画発表会を以下の

通り開催した。 

日時：２０１６年５月１０日（火） 

   ２０１６年５月１６日（月） 

    いずれも１８:１５～１９:４５ 

対象：全職員 

発表者：特養ユニットリーダー１５名 

    ショートステイユニットリーダー

２名 

    デイサービスリーダー１名 

    （計１８名を９名ずつ２回に分け

た。） 

発表時間：６分 

 参加者にアンケートを配布し、即日回収と

した。 

参加者は１０日が３８名、１６日が３６名

の合計７４名、アンケートは合計で６４名の

回収となった。 

 

《４．取り組みの結果》 

 ユニットリーダー事業計画発表会の満足度

に関しては回答者のうち８４％が「とても満

足」「満足」と回答するなど、高い満足度がう

かがえた。 

 満足した理由に関しては、「役立つ情報が得

られた」「自分の成長につながった」等の回答

が多かった。 

 また、自分自身の所属しているユニットの

目標に関しての理解は７６％の参加者が「深

まった」と回答した。 

以上の事から、ユニットリーダー事業計画

発表会は多くの参加者にとって有意義な研修

となっていることが判明した。 

また、発表したユニットリーダーの意見と

しても自分の成長につながっているとの意見

が多く聞かれた。 

ユニットリーダー事業計画発表会は職員の

育成に効果的であることが裏付けられた。 

 《５．考察、まとめ》 

 今回、初めて参加者に対してアンケートに

よる意識調査を行ったが、「人前で話をするこ

とが苦手」と感じる職員もいるが、アンケー

トの結果からは多くの職員がユニット事業計

画発表会を好意的に受け止めていた。 

 「発表時間が短い」等の改善を求める意見

を知ることもできたので、今後これを活かし

て更に職員の成長に結び付けられるような取

り組みを行っていきたい。 

  

《６．倫理的配慮に関する事項》 

なお、本研究を行うにあたり、関係者に口

頭にて確認をし、本研究以外では使用しない

こと、それにより不利益が被ることはないこ

とを説明し、回答をもって同意を得たことと

した。 

 

《７．参考文献》 

廣岡隆之（2016 年）,介護施設・事業所の人

材確保 定着獲得育成具体策，日総研 

 

《８．提案と発信》 

 目標をたて、達成に向けて取り組むことで、

やるべきことが明確になり、取り組み終了後に

振り返り、効果を見直せるようになります。こ

のことは職員の育成にも大きな効力を発揮しま

す。 

 当施設では、更に事業計画を他職員の前で発

表することで、自分の事業計画を見つめること

ができ、更に他ユニットの事業計画を知ること

で相乗効果が発揮すると考え、ユニット事業計

画発表会を開催するに至りました。 

 今回の調査研究で改めて、ユニット事業計画

発表会に職員が満足度を感じていることが分か

りました。発表の準備する時間を設ける必要が

ある等、開催するためには検討事項もあります

が、多くの効果を生み出すことができます。是

非、皆様の施設でも開催してみてはいかがでし

ょうか。 
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